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③入院基本料算定の状況 

患者特性調査対象施設請求分レセプト調査の結果では、医療区分１に該当する

レセプトが20.4%、医療区分２が54.5%、医療区分３が25.0%であった（図表７）。 

一方、平成18年度と平成20年度の両方のレセプト調査・コスト調査に参加した共

通 10 病院が請求したレセプトを用いて各医療区分の割合の経年変化をみると、平

成 20年度は平成 18年度に比して、医療区分１及び医療区分３の割合が減尐し（そ

れぞれ 26.5%→15.5%、37.7%→31.1%）、医療区分２が増加する（35.8%→53.3%）という

傾向が認められた（図表８）。 

また、国保支払分レセプト調査では、医療区分１、２、３の割合がそれぞれ 20.9%、

48.8%、30.2%であり、医療区分３の割合が比較的高い結果となった（図表９）。 

 

患者特性調査、患者特性調査対象施設請求分レセプト調査、国保支払分レセプ

ト調査の３調査における医療区分の構成比をみると、患者特性調査よりもレセプト

調査の方が医療区分３の割合が高い傾向にあることが分かる（図表 10）。 

 

図表７ 患者特性調査対象病院請求分レセプト調査（全病院） 

 

20年度調査 

（66病院、2,980人） 

【参考】18年度調査 

（83病院、3,126人） 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

ＡＤＬ区分３ 8.0% 
46.2% 

25.0% 

7.3% 
37.3% 

30.7% ＡＤＬ区分２ 
12.4% 18.3% 

ＡＤＬ区分１ 8.3% 6.5% 

計 20.4% 54.5% 25.0% 25.5% 43.8% 30.7% 

【備考】「20年度慢性期調査」では、患者特性調査を実施した病棟（医療療養病棟）の１ヶ月分(平成 21年 1月分)のレセプ

トコピーを収集した。「18 年度慢性期調査」では、タイムスタディ調査・患者特性調査を実施した病棟（医療療養病棟）の１

ヶ月分（平成 18年 11月分）のレセプトコピーを収集した。医療区分及び ADL区分の割合は、各レセプトに記載のある１ヶ

月間の療養病棟入院基本料（Ａ～Ｅの５分類）を、日数で加重平均した値を用いた。 

 

図表８ 患者特性調査対象施設請求分レセプト調査（共通 10病院) 

 

20年度調査 

(共通 10病院、834件) 

18年度調査 

(共通 10病院、645件) 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

ＡＤＬ区分３ 5.6% 
44.6% 

31.1% 

6.4% 
30.5% 

37.7% ＡＤＬ区分２ 
9.9% 20.1% 

ＡＤＬ区分１ 8.7% 5.3% 

計 15.5% 53.3% 31.1% 26.5% 35.8% 37.7% 

【備考】「20年度慢性期調査」では、患者特性調査を実施した病棟（医療療養病棟）の１ヶ月分(平成 21年 1月分)のレセプ

トコピーを収集した。「18 年度慢性期調査」では、タイムスタディ調査・患者特性調査を実施した病棟（医療療養病棟）の１

ヶ月分（平成 18年 11月分）のレセプトコピーを収集した。医療区分及び ADL区分の割合は、各レセプトに記載のある１ヶ

月間の療養病棟入院基本料（Ａ～Ｅの５分類）を、日数で加重平均した値を用いた。 
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図表９ 国保支払分レセプト調査（病院） 

  

20年度調査 

（12,561件） 

【参考】18年度調査 

（115,409件） 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分

３ 

ＡＤＬ区分３ 6.7% 
41.1% 

30.2% 

10.5% 
40.1% 

16.3% ＡＤＬ区分２ 
14.2% 24.9% 

ＡＤＬ区分１ 7.7% 8.2% 

計 20.9% 48.8% 30.2% 35.4% 48.2% 16.3% 

【備考】「20年度慢性期調査」では、全国の医療療養病床の入院患者における平成 21年 1月の国保支払分のレセプトに

ついて原則として１／18の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を行った。 

「18年度慢性期調査」では、全国の医療療養病床の入院患者における平成 18年 10月の国保支払い分のレセプトにつ

いて原則として１／２の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を行った。 

医療区分及び ADL 区分の割合は、各レセプトに記載のある１ヶ月間の療養病棟入院基本料（Ａ～Ｅの５分類）を、日数

で加重平均した値を用いた 

 

図表 10 各調査における医療区分の構成比（病院） 

 

20年度調査 【参考】18年度調査 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

患者特性調査 
（H20: 136病院、7,829人） 
（H18:  85病院、5,597人） 

31.9% 48.3% 19.8% 32.2% 48.7% 19.0% 

患者特性調査対象施設

請求分レセプト調査 
（H20: 66病院、2,980件） 

（H18: 83病院、3,126件） 

20.4% 54.5% 25.0% 25.5% 43.8% 30.7% 

国保支払分レセプト調査 
（H20:  12,561件） 

（H18: 115,409件） 
20.9% 48.8% 30.2% 35.4% 48.2% 16.3% 

 

 

【参考】療養病棟入院基本料の所定点数（病院）                      

 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３ 

ＡＤＬ区分３ 
885点 

（入院基本料Ｄ） 1,320点 

（入院基本料Ｂ） 1,709点 

（入院基本料Ａ） 
ＡＤＬ区分２ 

750点 

（入院基本料Ｅ） ＡＤＬ区分１ 
1,198点 

（入院基本料Ｃ） 
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診療所におけるレセプト調査（患者特性調査対象施設請求分レセプト調査及び国保

支払分レセプト調査）について、患者分類の構成比を病院と比較すると、医療区分１が

多く医療区分３が尐ないという特徴があった（図表 11、図表 12）。 

また、患者特性調査、患者特性調査対象施設請求分レセプト調査及び国保支払分

レセプト調査における医療区分の構成比は、ほぼ同様の傾向を示した（図表 13）。 

 

図表 11 患者特性調査対象施設請求分レセプト調査（72診療所、640件） 

  医療区分１ 医療区分２ 医療区分３ 

ＡＤＬ区分３ 8.2% 
37.1% 

5.3% ＡＤＬ区分２ 
34.5% 

ＡＤＬ区分１ 14.9% 

計 42.7% 52.0% 5.3% 
【備考】患者特性調査を実施した医療療養病床における平成 21年 1月分のレセプトコピーを収集した。 

 

図表 12 国保支払分レセプト調査（診療所、935件） 

  医療区分１ 医療区分２ 医療区分３ 

ＡＤＬ区分３ 8.3% 
32.6% 

7.8% ＡＤＬ区分２ 
39.5% 

ＡＤＬ区分１ 11.8% 

計 47.8% 44.4% 7.8% 
【備考】全国の有床診療所の療養病床における入院患者の平成 21年 1月国保支払分のレセプトについて、原則として  

1／16の無作為抽出を行い、レセプトコピーの収集を行った。 

 

図表 13 各調査における医療区分の構成比（診療所） 

 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３ 

患者特性調査 
（H20: 96診療所、774人） 

45.5% 47.9% 6.6% 

患者特性調査対象施設

請求分レセプト調査 
（H20: 72診療所、640件） 

42.7% 52.0% 5.3% 

国保支払分レセプト調査 
（H20: 935件） 

47.8% 44.4% 7.8% 

 

【参考】有床診療所療養病床入院基本料の所定点数（診療所）                     

 医療区分１ 医療区分２ 医療区分３ 

ＡＤＬ区分３ 
602点 

（入院基本料Ｄ） 871点 

（入院基本料Ｂ） 975点 

（入院基本料Ａ） 
ＡＤＬ区分２ 

520点 

（入院基本料Ｅ） ＡＤＬ区分１ 
764点 

（入院基本料Ｃ） 
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④患者１人１日当たり費用等の状況 

 

（ア） 患者１人１日当たり費用 

  コスト調査対象44病院における医療療養病棟の患者１人１日当たり費用は17,735

円であり、「18年度慢性期調査」とほぼ同様であった（図表14）。 

一方、平成18年度と平成20年度の両方のレセプト調査・コスト調査に参加した10病

院（共通10病院）で患者１人１日当たり費用をみると、平成20年度では17,840円であり、

平成18年度より増加傾向ではあるものの、大きな変動は認められなかった。内訳では、

人件費及び材料費が増加し、委託費が減尐していた（図表15）。 

 

図表14 医療療養病棟における患者１人１日当り費用（全病院）        （単位：円／人） 

 人件費 材料費 委託費 
設備 

関係費 

研究 

研修費 
経費 その他 合計費用 

20年度調査 

（44病院） 

10,841 1,885 1,399 1,742 51 1,527 290 17,735 

 61.1%  10.6%  7.9%  9.8%  0.3%  8.6%  1.6%  100.0% 

【参考】 

18年度調査 

（69病院） 

10,343 1,706 1,554 2,037 63 1,463 185 17,351 

 59.6%  9.8%  9.0%  11.7%  0.4%  8.4%  1.1%  100.0% 

【備考】コスト調査結果に基づき、医業費用の各費目（給与費、材料費、委託費等）を「階梯式配賦」により病棟別費用

として算定し、その後、当該病棟の延べ患者数で除して患者別１人当たり費用を求めたもの。平成 20 年度は平成 20

年 10月、平成 18年度は平成 18年 11月１ヶ月のデータに基づく。 

 
 各費目に分類される費用は以下の通り。 
・「人件費」： 給料、賞与、賞与引当金繰入額、退職給与費用など（病院長、役員含む） 
・「材料費」： 医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費 
・「委託費」： 検査委託費、給食委託費、寝具委託費など 
・「設備関係費」： 減価償却費、地代家賃、修繕費など 
・「研究研修費」： 研究費、研修費 
・「経費」： 光熱水費、福利厚生費、旅費交通費、職員被服費、通信費など 
・「その他」： 控除対象外消費税等負担額、本部費配賦額 

 

図表 15 医療療養病棟における患者 1人 1日当り費用（共通 10病院）   （単位：円／人） 

 人件費 材料費 委託費 
設備 

関係費 

研究 

研修費 
経費 その他 合計費用 

20年度調査 

（共通 10病院） 

9,780 2,068 1,451 2,492 32 1,803 214 17,840 

 54.8%  11.6%  8.1%  14.0%  0.2%  10.1%  1.2%  100.0% 

18年度調査 

（共通 10病院） 

8,675 1,471 2,267 2,652 75 1,778 200 17,118 

 50.7%  8.6%  13.2%  15.5%  0.4%  10.4%  1.2%  100.0% 
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（イ）患者分類毎の患者１人１日当たり費用の状況 

平成20年度のコスト調査から求めた医療療養病棟における患者１人１日当たり費

用を、患者の状態に応じて変化する変動費（人件費、材料費）と患者の状態に係わら

ず一定である固定費（委託費、設備関係費、経費等）とに分け、患者分類毎の患者１

人１日当たり費用を推計した（図表16）。 

これによると、患者１人１日当たり費用は、平成18年度と同様、医療区分及びＡＤＬ

区分の順序と対応していた。また、平成18年度と比較すると、全体的に増加していた。 

 

図表 16 患者分類毎の患者１人１日当たり費用                             

（上段：費用差最大の場合～下段：費用差最小の場合）               （単位：円） 

 <費用> 

20年度調査 

（共通 10病院） 

18年度調査 

（共通 10病院） 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

ＡＤＬ区分３ 
17,249 

～17,264 

18,276 

～18,066 

21,907 

～20,872 

16,627 

～16,641 

17,500 

～17,323 

20,772 

～19,862 

ＡＤＬ区分２ 
16,061 

～16,559 

17,781 

～17,861 

21,134 

～20,345 

15,522 

～15,952 

17,020 

～17,081 

20,117 

～19,412 

ＡＤＬ区分１ 
13,856 

～14,979 

15,412 

～16,138 

17,054 

～17,490 

13,560 

～14,550 

14,945 

～15,581 

16,488 

～16,866 

 

【備考】 医療療養病棟における患者１人当たりの費用を、患者の状態に応じて変化する変動費（人件費、材料費）と、患

者の状態に係らず一定である固定費（委託費、設備関係費、経費等）とに分け、患者分類（９区分）毎の患者１人１日当り

費用を推計したもの。 

この際、職種別人件費重み付けケア時間を算出し、これに基づいて患者分類毎の費用の配賦を行うが、平成 20 年度

にはタイムスタディ調査を実施していないため、この職種別人件費重み付けケア時間については「18 年度慢性期調査」の

値を外挿した。また、薬剤費や特定保険医療材料費等も平成20年度の患者特性調査では実施していないため、「18年度

慢性期調査」の値を用いた。 

人件費は、「重み付けケア時間算出対象人件費」と「リハスタッフの人件費」、「その他の人件費」の和として算出してい

る。このうち、「その他人件費」については、「18年度慢性期調査」と同様に、患者分類に応じて変化する人件費と仮定して

配賦した場合（「費用差最大」）と、患者分類と無関係に必要な人件費と仮定して配賦した場合（「費用差最小」）の２通りで

推計した。 

なお、「その他人件費」には、「重み付けケア時間算出対象人件費」の対象となる医師・看護師・看護補助者・薬剤師・Ｍ

ＳＷ等の間接業務（直接ケア以外の業務）部分の人件費、中央診療部門の医療技術員の人件費、事務職員の人件費、

技能労務員の人件費などが含まれる。 
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（ウ）患者分類毎の患者１人１日当たり収入 

医療療養病床の患者分類毎の収入（図表17）は、療養病棟入院基本料の所定点

数（p.9【参考】参照）に、平成20年度の患者特性調査対象施設請求分レセプト調査から

推計した入院基本料以外の収入（図表18）を加えて算出した。 

平成18年度と比較すると、入院基本料は減尐しているものの、入院基本料等加算・

出来高部分・リハビリテーション等の収入が増加していたため、各区分において収入

は増加していた。 

 

 

図表 17 患者分類毎の患者１人１日当たり収入推計              （単位：円） 

<収入> 

20年度調査 

（共通 10病院） 

18年度調査 

（共通 10病院） 

医療区分

１ 

医療区分

２ 

医療区分

３ 

医療区分

１ 

医療区分

２ 

医療区分

３ 

ＡＤＬ区分３ 14,377 
18,727 

22,617 

13,684 
18,274 

22,234 ＡＤＬ区分２ 
13,027 12,474 

ＡＤＬ区分１ 17,507 17,034 

 
 
 

図表 18 患者特性調査対象施設請求分レセプト調査における患者１人１日当たり収入金額 

（単位：円） 

  
入院 

基本料 

入院基本料

等加算 

出来高 

部分 

ﾘﾊﾋﾞﾘ 

ﾃｰｼｮﾝ等 

レセプト 

請求金額 

入院時食事療

養費を加えた 

場合の収入 

20年度調査 

（共通10病院） 
13,431 1,608 625 1,374 17,037 18,957 

18年度調査 

（共通10病院） 
13,756 1,463 572 879 16,670 18,590 

【備考】入院時食事療養費は、１食につき 640 円とし、1 日当たり 1,920 円とした。なお、上記の収入には、差額ベッド代

などの保険外収入は含まれていない。 
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（エ）患者分類毎の患者１人１日当たり収入・費用差 

患者分類毎の患者１人１日当たり費用（図表16）及び患者分類毎の患者１人１日当

たり収入推計（図表17）を用いて、患者分類毎の収入・費用差を推計したところ、患者

分類毎の収支差における経年変化として明らかなものは認められなかった（図表19）。 

 

 

図表 19 患者分類毎の患者１人１日当たり収入・費用差                    

（上段：費用差最大の場合～下段：費用差最小の場合）            （単位：円） 

<収支差>  

20年度調査 

（共通 10病院） 

18年度調査 

（共通 10病院） 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

医療区分 

１ 

医療区分 

２ 

医療区分 

３ 

ＡＤＬ区分３ 
-2,872～

-2,887 

451～ 

661 

710～

1,745 

-2,944～

-2,958 

775～ 

952 

1,463～

2,373 

ＡＤＬ区分２ 
-3,034～

-3,532 

946～ 

866 

1,483～

2,272 

-3,049～

-3,478 

1,255～

1,194 

2,118～

2,823 

ＡＤＬ区分１ 
-829～

-1,952 

2,095～

1,369 

5,563～

5,127 

-1,086～

-2,076 

2,089～

1,453 

5,746～

5,368 
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⑤職員配置等の状況 

  

   （ア）看護職員及び看護補助者１人１日当たりの患者数 

施設特性調査において、18年11月、20年2月、21年2月を通じて医療療養病棟

を有した22病院の看護職員及び看護補助者１人１日当たりの患者数は、ほぼ横

ばいであった（図表20）。 

一方、診療所では、20年2月と比較して21年2月では減尐しており、職員配置が

やや手厚くなる傾向にあった（図表21）。 

 

図表 20 職員１人１日当たり患者数の変化（共通 22病院）            （単位：人） 

  18年 11月 20年 2月 21年 2月 

看護職員 

1人当たりの 

患者数 

平均値 15.3 15.9 15.8 

中央値 15.8 14.9 15.2 

最小値 8.9 6.9 7.0 

最大値 20.4 33.0 23.8 

標準偏差 3.5 4.8 3.5 

看護補助者 

1人当たりの 

患者数 

平均値 15.2 16.9 16.8 

中央値 14.9 17.0 16.3 

最小値 8.5 9.4 8.1 

最大値 24.5 23.5 38.0 

標準偏差 3.6 4.0 5.0 
【備考】各項目の算出式は以下の通り。 

・看護職員１人１日当たりの患者数  

＝1日平均患者数／{看護師と准看護師の月延べ勤務時間数(日勤＋夜勤)／(月の日数×24時間)} 

・看護補助者１人１日当たりの患者数 

＝1日平均患者数／{看護補助者の月延べ勤務時間数(日勤＋夜勤)／(月の日数×24時間)} 

 

図表 21 職員１人１日当たり患者数の変化（13診療所）   （単位：人） 

 20年 2月 21年 2月 

看護職員 

１人当たりの 

患者数 

平均値 8.8 8.1 

中央値 9.6 8.5 

最小値 2.0 2.3 

最大値 16.0 14.9 

標準偏差 3.8 3.4 

看護補助者 

１人当たりの 

患者数 

平均値 17.8 14.9 

中央値 17.7 14.3 

最小値 7.8 9.0 

最大値 26.7 24.9 

標準偏差 5.9 5.0 

【備考】有床診療所療養病床入院基本料のみを算定している診療所（13施設）の集計。 
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   （イ）職種別賃金の変化 

         コスト調査において、平成 20年度と平成 18年度の両方の調査に参加し、かつ

一般病床を有しない５病院における職種別賃金は、全体的に増加傾向にあった。

特に、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の賃金の増加が顕著であった（図

表 22）。 

 

図表 22 職種別賃金の変化（共通５病院） 

職 種 

20年 10月 18年 11月 

賃金 

（円／時間） 
相対比 

賃金 

（円／時間） 
相対比 

医師 7,741円 2.62 7,601円 2.89 

看護師 2,959円 1.00 2,628円 1.00 

准看護師 2,770円 0.94 2,364円 0.90 

看護補助者 1,461円 0.49 1,359円 0.52 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 2,416円 0.82 1,650円 0.63 

その他職種（MSW、薬剤師、栄養士、他） 2,109円 0.71 1,983円 0.75 

【備考】平成 18年度は平成 18年 11月の 1ヶ月のデータ、平成 20年度は平成 20年 10月の 1ヶ月のデータに 

基づくもの。「相対比」は、看護師の賃金を 1.00 とした時の他職種の賃金の比。 
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⑥病床転換の状況 

施設特性調査において、平成 20 年 3 月と平成 21 年 3 月を比較して、医療療

養病棟の病床数が増減した 30病院の状況をみた（図表 23）。 

まず、医療療養病床が減尐した 12病院では、医療療養病床(計 275床)を療養

病床の回復期リハビリテーション病棟（183床）や特殊疾患病棟（111床）に転換す

る場合が多かった。 

また、医療療養病床が増加した 18病院では、介護療養病床（446床）から医療

療養病床（計 487床）に転換している例が目立った。 

 

図表 23 医療療養病棟の病床数が増減した病院における状況 （20年 3月→21年 3月） 

  

医療療養病棟の病床

数が減尐した病院 

医療療養病棟の病床

数が増加した病院 

病院数 延べ病床数 病院数 延べ病床数 

① 医療療養病床の増減数 12 -275 18 542 

② 上記のうち、病床数全体純増減分 0 0 3 55 

③ 差し引き（①－②）：病床数全体の増減を

除いた医療療養病床の増減数 
- -275 - 487 

  内訳）一般病床の特殊疾患病棟 2 111 1 1 

  
内訳）一般病床の障害者施設等入院基本

料算定病棟 
3 62 3 113 

  内訳）その他一般病床 5 7 9 -139 

  内訳）療養病床の回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟 7 183 2 -20 

  内訳）精神病床 0 0 0 0 

  内訳）医療保険その他 0 0 1 -50 

  内訳）介護療養病床 3 -100 11 -446 

  内訳）介護保険その他 1 12 2 54 

 

図表 24 医療療養病床の病床数が増減した診療所における状況 （20年 3月→21年 3月） 

  

医療療養病床の病床

数が減尐した診療所 

医療療養病床の病床

数が増加した診療所 

診療所数 延べ病床数 診療所数 延べ病床数 

① 医療療養病床の増減数 2 12 1 6 

② 上記のうち、 病床数全体純増減分 0 0 0 0 

③ 差し引き（①－②）： 病床数全体の増減を

除いた医療療養病床の増減数 
- 12 - 6 

  内訳）有床診療所入院基本料算定病床 2 12 1 1 

  内訳）介護療養病床 0 0 1 6 


